
 「新・人間裁判」とは 
 

 憲法が保障している生活保護基準が２０１３年に引

き下げられました。「物価が大きく下落した」とのま

やかしの理由によります。全国で１０００人、北海道で

１４９人が「人間らしく生きたい」と裁判に立ち上がり

ました。生活保護制度は、最後のセイフティーネット

といわれています。この制度を守ることは、国民の

生存権を守ることです。裁判に勝利して、「格差と

貧困」の広がりに歯止めをかけましょう。 

ご支援宜しくお願いします。  

2017．7．15〔土〕12:00 開場 12:30 ~15:30 開演 

       札幌サンプラザコンサートホール 
                  札幌市北区北24条西5丁目 

主なミュージシャン 
 ・板谷みきょう （「つなげよう時計台の街から」作詞・作曲） 

 ・戎屋聖一郎 （ギターラップ・タップ演奏） 

 ・工藤忠 （「白い冬」作詩家） 

 ・境長生 （ギター弾き語り） 

 ・佐藤洋一 （クラシックギター奏者） 

 ・関ヒトシ （ブルースギタリスト） 

 ・長津宏文 （ＬＯＧ店主 ギター弾き語り） 

 ・モノノケユースケ （ギター弾き語り） 

 ・柳亭互久楽 （りゅうてい ごくらく 鼻笛奏者） 
                                              (あいうえお順） 

   

                                       お話をする主な人 
                               ・新・人間裁判 原告 

                               ・新・人間裁判 弁護団 

                                ・細川久美子 新・人間裁判原告世話人代表 

                                                ・安形義弘 全国生活と健康を守る会連合会会長 
 

問い合わせ ☎０１１－７３６－１７２２（道生連） 


